
（町長議案提案説明） 

 

福井町長 皆さま、おはようございます。平成２７年も、立春、啓蟄と過ぎ、早くも卒業

式の頃となりました。梅の花も満開となり、一雨ごとに温かくなっている今日この頃でご

ざいます。それでは、平成２７年第１回定例町議会の開催にあたり、まず所信を申し上げ

ます。本来でございますと、当初予算の状況を踏まえた新年度の主な取り組みを申し上げ

るべきところでございますが、本年の当初予算は骨格予算としておりますので、継続性と

必然性のある事業と施策に限定し所信を申し上げたいと思います。まず初めに、国政でご

ざいますが、第三次安倍内閣の最重要課題として、景気対策、社会保障制度改革、そして

少子化対策がございます。中でも最優先とすべき景気対策は、金融緩和と財政出動により

大きな成果がでているものの、まだまだ地方までその効果が到達していません。そして、

アベノミクスの三本の矢の一つ、成長戦略の大きな柱に地方創生がございます。この地方

創生は、地方の過疎対策だけでなく、今後の日本の持続可能な社会保障制度や少子化対策

のためにも必須のこととして、国政の最大のテーマとなっています。さて、この地方創生

でございますが、昭和４５年の過疎地域対策緊急措置法の制定、昭和６３年のふるさと創

生事業の実施、平成１２年の過疎地域自立促進特別措置法の制定、平成１７年の地方再生

法の制定等、これまでも過疎対策や地方再生に係る多様な施策が展開されて参りましたが、

未だに状況は、全くと言っていいほど改善されていません。従って、安倍内閣は、国の債

務状況も踏まえ、今回失敗すれば日本の将来は無いとの大きな危機感を持ち、「まち・ひ

と・しごと創生法」を制定し、地方創生担当大臣を置き、日本再生のための最重要課題と

して取り組みを進めています。さて牟岐町の現状ですが、残念ながら現在の牟岐町の産業

は、一次から三次に至るまで、特に他の市町村よりも優れたものがない状況にございます。

かつては、日本有数と言われていた牟岐の漁業も大きく水揚げが落ち、若者が家族を養っ

ていくことが出来なくなっています。また、かつては、牟岐駅がターミナル駅であったこ

と等から活況を呈した商業も、毎年のように売り上げが落ち閉店が続いています。平成２

７年度は、このような牟岐町を創生するため、あるいは我々の子孫が、将来に亘り暮らし

ていける持続可能な町づくりのための総合計画を策定する年でございます。地方創生担当

大臣は、「頑張る市町村は支援するけど、そうでないところは御免なさい」と言われてい

ます。つまり、ヤル気の無いところは切り捨てるとハッキリ明言されています。地方創生

の具体の目標は、雇用と人口の増でございます。今回の総合戦略の計画期間である５年間

に、これらの数字を目に見えるほど良くするのは本当に難しいとは思いますが、これに関



連する現象である、例えば交流人口とか、商品の売上など、地方が活性化していることが

目に見える物がプラスとなるよう、取り組むことが必要となっています。その具体の施策

は、まだ決定していませんが、これまでも何度も申し上げていますように、町の創生は町

民が一丸となって取組むもの、そのためにみんなが取組みやすい目標の設定が必要でござ

います。また、徳島県南の地は温暖で風光明媚であり保養に最適と考えられること、さら

に海部病院も地震津波に安全な高台に移転し、海部郡の地域医療の中核となることなどか

ら、町のコンセプトを保養と健康の町として、一次産業と観光の振興、そして健康産業の

振興に取り組むべきであると考えています。期せずして、本年１月２９日開催の国の産業

競争力会議において、今後の成長戦略方針を「農業・観光・健康」に重点をおく旨の決定

があったとのことでございます。保養と健康の町という標語は、現在の牟岐町の魅力や目

指す町のイメージを全て包含できる訳ではありませんが、町民一丸となって取り組める、

また、ある意味、楽しい人生にとり最も重要な条件である健康をコンセプトにする町とし

て、町外の方々にＰＲし、また、町内の方々に様々な活動に自主的に取り組んでいただき

たいと考えています。農林漁業、工業、商業などのあらゆる分野で、心身が健康になるモ

ノ作りや販売に取組んでいただきたいと考えています。さて、今年度の補正予算から、地

方創生に係る事業に取りかかる予定でございます。そして来年度中には、平成２８年度か

ら５か年の地方創生のための総合戦略計画を策定しなければなりません。正しく、牟岐町

の興亡がこの一年に掛っていると思って取り組む必要があると考えています。次に、海部

病院でございますが、用地造成工事もほぼ終わり、建築工事が今年度中に着工される予定

でございます。２年後の竣工・開業に向け、町施工部分の関連工事を鋭意進めていく必要

がございます。避難所部分の地盤改良や調整池の工事、更には牟岐駅から病院に至る道路

の進捗を上げていく必要がございます。そしてこれらに並行し、海部病院が移転した後の

現在の海部病院の施設利用計画を、遅くとも２年以内に取りまとめる必要がございます。

現海部病院は、位置的にも、交通インフラ上も、経済性からも牟岐町の中心的な位置にご

ざいますので、海部病院が移転した後、できるだけ切れ目ない施設利用が可能となるよう、

また地方創生のための新たな町づくりをするつもりで計画策定を行う必要がございます。

従って、この海部病院の跡地利用計画は、先に述べました地方創生計画の策定期限でもあ

る平成２７年度中に策定する必要があると考えています。次に、南海地震津波対策として、

役場の耐震化がございます。現在の役場は、昭和４７年に建築されており、耐震改修も非

常に困難な状態でございますので、この地方創生計画の策定に併せ移転計画を策定する必

要があると考えています。来年度は、以上申し上げましたように、海部病院の移転関連工



事を進めながら跡地利用計画の策定を、また、地方創生に係る戦略計画の策定を、町内の

主要施設を有機的に連携し、また、主要産業とも連携し、牟岐町が再生していくよう、住

民の方、企業の方とも連携し、計画を取りまとめていく必要がございます。議員各位のご

協力をどうか宜しくお願い致します。それでは、提出議案の説明に入りたいと思います。

本定例町議会に提出の案件は、報告１件、議案２９件でございます。内訳は 報告は専決

処分で一般会計補正予算。議案は、条例の制定、一部改正１７件、補正予算３件、当初予

算７件、その他２件となっています。報告第１号、専決処分した事項の承認。専決第１号、

平成２６年度一般会計補正予算。県補助金の経営体育成支援事業交付金２，４４４千円を

平成２７年２月２７日に専決処分したものでございます。議案第１号、定年前に退職する

意思を有する職員の募集及び認定に関する条例。定年前に退職を希望する職員について、

今までの勧奨退職制度に代わり、早期退職募集制度を創設するものでございます。議案第

２号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例。消防団員が訓練等に出動した場合の費用弁償を日額２千円から２，５００円に改める

ものでございます。議案第３号、牟岐町小規模災害見舞金等支給条例。風水害や地震等の

自然現象又は火災等により被害を受けた住民に対して見舞金及び弔慰金を支給するもので

ございます。平成２７年度から施行いたします。議案第４号、牟岐保育園の設置及び管理

に関する条例。子ども・子育て支援新制度の開始により、新たに条例を制定し、牟岐町保

育所条例及び牟岐町保育の実施に関する条例を廃止するものでございます。議案第５号、

牟岐町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業

の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例。議案第６号、牟岐町包括的支援事業の実施に関する基準を定め

る条例。議案第５号、第６号の２議案は、第３次地方分権一括法により、事業の人員及び

運営に関する基準を定めるものでございます。議案第７号、牟岐町介護保険条例の一部を

改正する条例。平成２７年度から平成２９年度までの介護保険料について定めるもので、

基準額はそのままで、所得段階を６段階から９段階とするものでございます。議案第８号、

牟岐町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例。議案第９号、牟岐町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。議案第８号、第９号の２議案

は、介護保険法施行条例（徳島県条例）に準拠するために改正するものでございます。議

案第１０号、牟岐町議会委員会条例の一部を改正する条例。議案第１１号、牟岐町事務分



掌条例の一部を改正する条例。議案第１２号、牟岐町職員定数条例の一部を改正する条例。

議案第１３号、牟岐町教育委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例。議案第１４号、牟岐町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例。

議案第１５号、牟岐町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例。議案第１６号、特

別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例。議案第１７号、教育長の

給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例を廃止する条例。議案第１０号から議案第

１７号は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正されたことにより、関係の条

例を改正し、または廃止をするものでございます。議案第１８号、工事請負契約の変更。

平成２５年度防災拠点避難地整備事業山田地区残土処理場整備（第２期）工事の工事請負

金額を３，６０９，３６０円増額するものでございます。議案第１９号、工事請負契約の

変更。平成２６年度防災拠点避難地整備事業山田地区残土処理場整備（第３分割）工事の

完成期限を平成２７年３月３１日から平成２８年３月２５日に変更するものでございます。

議案第２０号、平成２６年度牟岐町一般会計補正予算。別冊となっていますので、ご用意

ください。今回の補正は、まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る地域活性化・地域住民

生活等緊急支援交付金が交付されることになり、この事業予算が中心となっています。歳

出の主なものを挙げますと、２１ページ、２款、総務費、地方創生費に総合戦略作成支援

業務委託料、出羽島ホームページ作成業務委託料、拠点交流施設整備工事費、サマースク

ール負担金などを計上しており、２７年度に繰越しとなります。２５ページ、３款、民生

費、社会福祉総務費で自立支援等負担金確定に伴う返納金を計上しています。２７ページ、

４款、衛生費、繰出金で出羽島簡易水道の赤字補填を計上しています。２９ページ、５款、

農林水産業費、地籍調査費で地籍調査事業委託料などの追加。水産振興費で広域漁港整備

事業負担金の追加をしています。３３ページ、６款、商工費、商工総務費で徳島県プレミ

アム商品券の負担金、牟岐町プレミアム商品券の補助金を計上しています。この事業も２

７年度への繰越となります。３９ページ、９款、教育費、中学校費で牟岐中学校体育館防

水修繕工事費、社会教育費で出羽島交流施設耐震調査委託料を計上しています。４１ペー

ジ、１０款、災害復旧費、現年災害復旧費の財源の組み替えをしています。歳入では、財

政調整基金繰入金の振り替えで地方交付税を減額しています。国庫支出金で地域活性化・

地域住民生活等緊急支援交付金を計上しています。県支出金では、地籍調査費補助金、鳥

獣被害緊急捕獲等対策事業費補助金を計上しています。町債では、広域漁港整備事業に伴

い公共事業等債を計上しています。第２表、継続費の補正として防災拠点避難地整備事業

の変更を掲載しています。第３表、繰越明許費として、２６年度から２７年度へ繰り越す



事業名と金額を掲載しています。第４表、地方債の補正では過疎対策事業債、緊急防災減

債事業債、現年災害復旧事業債、徳島県市町村振興資金債の変更と公共事業等債の追加を

行っています。歳入歳出、９９，５１７千円を追加し、予算総額を３，０９８，０６８千

円とする平成２６年度牟岐町一般会計補正予算でございます。議案第２１号、平成２６年

度牟岐町出羽島簡易水道特別会計補正予算。赤字の補填分を一般会計からの繰入金２，４

００千円計上し、同額の使用料収入を減額するものでございます。歳入歳出の総額に増減

なく、予算総額を２９，７９１千円とする補正予算でございます。議案第２２号、平成２

６年度牟岐町介護保険特別会計補正予算。歳出では、一般管理費で介護保険制度改正に伴

う経費を追加し、歳入では、国庫補助金と一般会計繰入金を計上しています。歳入歳出そ

れぞれ、３，８０５千円を追加し、予算総額を７９８，３０１千円とする補正予算でござ

います。議案第２３号、平成２７年度牟岐町一般会計予算。別冊となっていますので、ご

用意ください。平成２７年度の予算総額は、２，８００，９５３千円で、２６年度当初予

算額より３１４，７８１千円、１２．６６％の増額となっています。方針といたしまして

は、骨格予算でございますが、２６年度からの継続事業において、早期に予算計上が必要

と判断し、都市防災事業、病院敷地造成事業などを計上しています。新年度の予算で、新

たなもの、特徴的なものについて述べます。まず、人件費でございますが総額で１２，８

２２千円の増額となっています。内訳は、特別職、議員で、１７，２３５千円の増額、一

般職で４，４１３千円の減額となっています。特別職、議員で増額となっていますのは、

特別職の給与カットをしていないことなどによります。６１ページ、１款、議会費は２，

３８２千円の増額でございます。議員共済会公費負担金の増額によるものでございます。

６５ページ、２款、総務費は３３６，３１７千円の大幅な増額でございます。防災拠点避

難地整備事業で県委託料や都市防災推進事業などの工事費を計上しています。戸籍住民登

録費で住基クラウドサービス使用料を新たに計上しています。選挙費で県知事・県議会議

員選挙、町長・町議会議員選挙の経費を計上しています。９９ページ、３款、民生費は７，

２４９千円の減額でございます。災害救助費で災害見舞金を計上しています。１２３ペー

ジ、４款・衛生費は１，１１１万６千円の減額でございます。保健事業費で自殺予防対策

事業を増額しています。１３７ページ、５款、農林水産業費は５，６０３千円の増額です。

農業費に多面的機能支払推進事業費を新たに設け、林業振興費で神野内妻線舗装工事費を

計上し、漁港管理費で広域漁港整備事業負担金を計上しています。１５１ページ、６款、

商工費は、５，０９５千円の増額でございます。地域振興費を設けて地域おこし協力隊の

経費を計上しています。１５７ページ、７款、土木費は、２６，９４１千円の減額でござ



います。都市計画費で都市計画マスタープラン作成業務委託料を計上しています。住宅費

に民間住宅環境整備費を設けて木造住宅耐震診断、耐震改修及び老朽住宅解体支援事業な

どを計上しています。１６９ページ、８款、消防費は、２０，７７６千円の増額です。非

常備消防費で山田地区消火栓設置工事と徳島県総合情報通信ネットワークシステム再整備

工事負担金を計上しているため、増額となっています。１７３ページ、９款、教育費は、

１４，４１８千円の減額でございます。学校統合事業費に環境整備工事費を計上していま

す。社会教育費に出羽島伝建事業を新たに計上しています。２０５ページ、１０款、災害

復旧費は、経常的な経費の計上でございます。２０７ページ、１１款、公債費は、４，３

３２千円の増額となっています。２０９ページ、１２款、諸支出金、１３款、予備費は、

２６年度と同額でございます。歳入では、一般財源は２６年度と比べ約４０，０００千円

増額しています。１ページ、 町税は、２６年度と同額でございます。１９ページ、地方交

付税は、４０，０００千円を増額計上しています。２３ページ、分担金負担金では、告知

放送設備設置負担金を現状に合わせて計上しています。２９ページ、国庫支出金は６２，

５１２千円の増額でございます。民生費補助金で保育緊急確保事業補助金２，０５２千円

を計上しています。消防費補助金では、都市防災総合推進事業費補助金、８６，５００千

円を計上しています。また、総務費補助金で社会保障・税番号制度システム整備費補助金

を計上しています。３５ページ、県支出金９，０７８千円の増額でございます。農林水産

業費補助金で多面的機能支払交付金７，７２３千円を計上しています。総務費委託金で県

知事・県議会議員選挙委託金、国勢調査委託金を計上しています。５１ページ、繰入金は、

財政調整基金を２６年度より１０，０００千円多い１５０，０００千円取崩し、事業の財

源としています。５９ページ、町債は、当初に過疎債、徳島県市町村振興資金債、臨時財

政対策債を合わせて４２５，２００千円を計上しています。２６年度より１９４，９０千

円の増額となっています。一般会計について、大まかな説明となりましたが、詳しくはの

ちほど、関係課長から説明をさせますので、よろしくお願いします。議案第２４号、平成

２７年度牟岐町上水道事業会計予算。２７年度の業務予定量として、給水戸数２,３８０戸、

年間総給水量６８万１千立方メートル、１日平均給水量１,８６６立方メートルとし、収益

的収入を１億１０，００１千円、収益的支出を１０９，１７３千円と定めるものでござい

ます。資本的支出で海部病院移転に伴う配水管敷設工事費を計上しています。資本的支出

で同額の県負担金を計上しています。議案第２５号、平成２７年度牟岐町出羽島簡易水道

特別会計予算。歳出は、施設管理費、公債費など経常的経費を計上しています。歳入は、

水道使用料と一般会計からの繰入金でございます。繰入金は、公債費の償還に充てる分と



して、１６，６４９千円を計上しています。歳入歳出予算の総額を２７，２９１千円と定

めるものでございます。議案第２６号、平成２７年度牟岐町国民健康保険特別会計予算。

歳入歳出予算の総額を８６７，９０４千円と定めるもので、前年度に比べ５３，３１３千

円の増額の予算となっています。歳出では、保険給付費で４８２，４２０千円と前年度に

比べ４５，２６４千円の減額、共同事業拠出金で２３７，６６８千円と１０２，３６９千

円の増額なっています。歳入では保険税１２０，７８７千円で前年度に比べ６３，０３８

千円の減額となっています。一般会計からの繰入金は、６５，３８４千円で７，３３０千

円の増額となっています。危機的な財政運営が続いており、現予算額では保険給付費の不

足が見込まれますので、年度途中で一般会計からの繰り入れが必要と考えています。議案

第２７号、平成２７年度牟岐町青少年健全育成センター特別会計予算。歳入歳出予算の総

額を７，６４１千円と定めるものでございます。この会計は、海部郡３町の負担金と繰入

金を財源とするもので、牟岐町一般会計からは１，３６５千円の繰り入れを行っています。

議案第２８号、平成２７年度牟岐町介護保険特別会計予算。歳出は、保険給付費７４５，

８５３千円、地域支援事業費１４，９１３千円、介護予防支援事業費３，５７３千円など

を計上しています。歳入では、介護保険料１５０，８５３千円、国庫支出金２０８，３１

６千円、県支出金９５，８９８千円、支払基金交付金２０９，７９９千円、サービス収入

３，５７３千円を計上しています。一般会計からの繰入金は１０６，３２９千円となって

います。歳入歳出予算の総額を７７４，７７０千円と定めるものです。議案第２９号、平

成２７年度牟岐町後期高齢者医療特別会計予算。この会計は、後期高齢者医療の保険料を

徴収し、一般会計からの保険基盤安定負担金分の繰り入れと合わせて、後期高齢者医療広

域連合へ納付金として支出する会計です。平成２７年度の歳入では、特別徴収、普通徴収

合わせて、６２，３２４千円の保険料、一般会計繰入金２８，１１８千円。歳出では、広

域連合納付金８９，１６６千円とするものです。歳入歳出の総額をそれぞれ９０，９６２

千円と定める予算です。以上で提案説明を終わりますが、詳細については関係課長から説

明をさせますので、よろしくご審議のほど、お願いします。 

 


